
（第三種郵便物認可）２０２５年３月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

日
時　

３
月
15
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
５
時
30
分
〜
、

　
　
　

②
講
演　

午
後
６
時
〜

会
場　

東
大
阪
文
化
創
造
館

講
師　

 

長
尾
典
尚
氏
（
大
阪
狭
山
市
開
業
、
長
尾
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

救
急
医
薬
品
の
使
い
方
〜
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な

い
対
処
法
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
記
念
講
演

存続と体制強化求める
府下で23市町が意見書採択

市民公開　女性医師・歯科医師の会

お申込みは
コチラ

～身近にある性暴力被害～
医療者が知っておくべき

性暴力について

性暴力救援センター・大阪SACHICO
中
村
理
事
が
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ（
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
）運
動
を
報
告

被
爆
80
年

核
廃
絶
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
９
０
０
人

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
（
被
団
協
）
代
表

委
員
の
田
中
熙
巳
氏
が
講
演

し
、「
若
い
人
た
ち
に
運
動

を
引
き
継
い
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
80
年
前
の
被
害
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
。
世
界
中
の
人
が
核
兵
器

を
な
く
す
運
動
を
し
て
い
く

年
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
を
テ
ー

マ
に
し
た
討
論
で
は
、
条
約

成
立
に
尽
力
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
外
務
省
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト
局
長（
※
）

が
「
核
抑
止
は
失
敗
し
た
場

合
の
リ
ス
ク
を
考
え
れ
ば
非

常
に
危
険
だ
」
と
指
摘
。
核

兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ホ
グ
ス
タ
副
事
務
局
長

は
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
の

下
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
が
禁
止

条
約
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
し
た
こ
と
に
つ

い
て
「
市
民
社
会
が
呼
び
か

け
、
国
会
が
参
加
を
決
め

た
」
と
説
明
。
日
本
で
も
民

主
主
義
を
機
能
さ
せ
、
政
府

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
迫

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ほ
か
に
核
実
験
に
お
け
る

被
害
や
次
世
代
へ
の
継
承
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会

な
ど
40
を
超
え
る
企
画
が
開

か
れ
、
核
な
き
世
界
へ
の
道

筋
を
探
っ
た
。

　

反
核
医
師
の
会
が
主
催
し

た
分
科
会
で
は
、
中
村
新
太

郎
理
事
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ス
ー

ジ
ー
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏
が

「Don't 
Bank 

on 
the 

Bomb

」（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、
核
兵

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の

上
で
、「
金
融
機
関
に
よ
る

融
資
は
ヒ
ト
で
言
え
ば
血
液

と
同
じ
。
こ
の
流
れ
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
れ
ば
核
兵
器
を
な

く
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
力

を
込
め
、
運
動
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

（
※
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省　

軍
縮
管
理
・
不
拡
散
局
長
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
立
案
者
の
一
人
。
同
条
約
の
第
一
回

締
約
国
会
議
議
長
。

器
に
お
金
を
貸
す

な
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て
報
告
。
中

村
氏
は
５
年
半
に
わ

た
る
取
り
組
み
の
な

か
で
、
核
兵
器
製
造

企
業
へ
の
投
融
資
禁

止
を
宣
言
し
た
国
内

の
金
融
機
関
は
２
０

１
９
年
の
１
社
か
ら

24
社
に
広
が
っ
て
い

女医の会の取材に応じ
る久保田医師＝2024年
10月９日、阪南中央病

院内

　

性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
以

下
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）

は
、
24
時
間
体
制
で
性
被
害

の
相
談
や
診
察
、
警
察
や
弁

護
士
な
ど
必
要
な
機
関
へ
の

連
携
な
ど
が
１
カ
所
で
受
け

ら
れ
る
病
院
拠
点
型
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は

国
や
府
か
ら
の
補
助
金
不
足

や
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
、

拠
点
と
し
て
い
た
阪
南
中
央

病
院
（
松
原
市
）
か
ら
３
月

末
で
の
退
去
を
迫
ら
れ
て
い

る
。府

の
責
任
問
わ
れ
る

　

「
大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

の
存
続
と
発
展
を
願
う
会
」

が
昨
年
12
月
に
、
活
動
拠
点

の
確
保
と
保
障
や
公
的
病
院

内
を
拠
点
と
す
る
設
置
を
求

め
る
４
万
８
０
０
０
人
超
の

署
名
を
府
議
会
に
提
出
し
た

が
、
請
願
は
不
採
択
と
な
っ

た
。
大
阪
府
内
の
地
方
議
会

で
は
、
19
市
（
堺
市
、
高
槻

市
、
箕
面
市
、
吹
田
市
、
枚

方
市
、
交
野
市
、
貝
塚
市
、

　

被
爆
80
年
を
迎
え
、
核
兵
器
廃
絶
の
機
運
を
高
め
よ
う
と

「
核
兵
器
を
な
く
す
国
際
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
２
月
８
〜

９
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
。
協
会
が
団
体
会
員
と
し
て

加
盟
す
る
「
核
兵
器
を
な
く
す
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
主

催
。
被
爆
者
や
国
内
外
の
核
問
題
の
専
門
家
、
市
民
ら
現
地

・
ウ
ェ
ブ
あ
わ
せ
て
９
０
０
人
が
参
加
し
た
。

松
原
市
、
羽
曳
野
市
、
河
内

長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
摂

津
市
、
和
泉
市
、
大
阪
市
、

池
田
市
、
寝
屋
川
市
、
柏
原

市
、
富
田
林
市
、
泉
大
津

市
）
、
４
町
（
河
南
町
、
島

本
町
、
太
子
町
、
岬
町
）

で
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
存
続

と
体
制
強
化
を
大
阪
府
に
求

め
る
意
見
書
が
、
条
件
付
き

も
含
め
て
採
択
さ
れ
て
い

る
。
府
は
今
後
、
隣
接
す
る

急
性
期
病
院
や
複
数
の
病
院

と
の
連
携
を
検
討
し
て
い
る

が
、
病
院
拠
点
型
で
は
な
く

な
る
こ
と
で
緊
急
の
診
療
や

処
置
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
府
と
し
て
責
任
を
持

つ
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を

　

医
科
・
歯
科
協
会
で
つ
く

る
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
３
月
22
日
、「
身
近
に

あ
る
性
暴
力
被
害-

医
療
者

が
知
っ
て
お
く
べ
き
性
暴
力

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
久
保
田
康

愛
医
師
を
講
師
に
講
演
会
を

開
催
す
る
。
医
師
・
歯
科
医

師
が
性
暴
力
被
害
者
の
サ
イ

ン
に
気
づ
い
た
と
き
何
を
す

べ
き
か
な
ど
を
交
え
て
講
演

い
た
だ
く
。

　

組
織
部
は
16
日
に
「
そ
ば

の
プ
ロ
に
習
う　

そ
ば
打
ち

体
験
」
を
開
催
し
、
会
員
や

家
族
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
23
人

が
参
加
し
た
。
講
師
を
務
め

た
箱
崎
孝
治
氏
（
兵
庫
県
麺

類
食
堂
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
理
事
長
）
が
そ
ば
打
ち
の

手
本
を
見
せ
た
あ
と
、
参
加

　

講
演
の
詳
細
は
下
記
の
と

お
り
。
問
い
合
わ
せ
は
協
会

（
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３

１
）
ま
で
。

者
た
ち
は
そ
ば
打
ち
の
「
水

回
し
、
練
り
、
延
ば
し
、
切

り
」
の
工
程
を
協
力
し
合
い

な
が
ら
進
め
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
こ
ん
な
に
力
が
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
切

る
工
程
が
一
番
難
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。
子
ど
も
連
れ
の
参
加
も

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

雇 

用 

相 

談
　

３
月
27
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

法 

律 

相 

談
　

４
月
７
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税 

務 

相 

談
　

４
月
16
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
40
分
〜
８
時
40
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
１
年
２
月
版
』

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会
〜
ど
う
変
わ
る
??

電
子
カ
ル
テ
導
入
後
の
個
別
指
導
〜

【
会
員
限
定
】

日
時　

３
月
22
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
５
時
15
分
〜
、

　
　
　

②
講
演　

午
後
６
時
〜

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

成
功
す
る
根
管
治
療
の
た
め
の
診
査
・
診
断
と
治
療

計
画

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
北
部
・
東
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
日
）
①
総
会　

午
前
９
時
45
分
〜
、

　
　
　

②
講
演　

午
前
10
時
〜

会
場　

О
М
М
ビ
ル
２
０
４
会
議
室

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
元
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
処
方
箋
〜
ネ
ッ
ト
口
コ
ミ
へ
の
対
処

法
を
中
心
に
し
て
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
北
河
内
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
開
業
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

16
人

※
実
習
は
『
モ
リ
タ
』
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用
し
ま
す

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会

女
医
の
会

多
く
子
ど
も

同
士
、
会
員

同
士
の
交
流

も
活
発
に
さ

れ
て
い
た
。

当
日
は
講
師

が
打
っ
た
そ

ば

を

試

食

し
、
自
身
が

打
っ
た
そ
ば

を
土
産
と
し

て
持
ち
帰
っ

た
。

組
織
部

家
族
・
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

日時　３月22日（土）午後３時～５時
会場　OMMビル202
　　　（大阪府大阪市中央区大手前1-7-31）
講師　久保田康愛医師
　　　（大阪SACHICO理事長）
会費　無料
定員　60人

※ 終了後懇親会を行いま
す。（懐石料理・飲み
放題付き）

会場：がんこOMM店　
会費：3000円

 14人に１人の女性が被害に遭っている被害者のうち20代未満が58％

そ
ば
打
ち
体
験

左から中村理事、アレクサンダー・
クメント氏

そば打ち体験をする参加者の様子＝２月16
日、大阪市内


